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線
の
均
等
課
題

手支補iてf

印
刷
で
微
細
回
蕗
形
成

多
様
な
素
材
適
用

従
来
の
印
刷
法
と
異
な

G

)

の
使
用
な
ど
で
環
境

負
荷
を
生
じ
る
。
印
刷
は

ア
デ
ィ
テ
ィ
ブ
製
法
で
行

わ
れ
、
常
圧
下
で
特
定
の

場
所
に
必
要
な
鼠
の
機
能

（マ
イ
ク
ロ
は
1
0
0万
り
‘
縦
線
・横
線
や
パ
タ
ー
こ
の
印
刷
法
は
、
銀
、
あ
る
。
特
別
な
機
能
の
付
i

性
材
料
で
回
路
を
形
成
す
分
の
1

)

レ
ベ
ル
の
線
幅
ン
の
サ
イ
ズ
に
よ
ら
ず
、

銅
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
絶
縁
与
や
電
子
回
路
の
高
密
度
i

る
。

の
回
路
を
形
成
で
き
る
ほ
ぼ
一
定
の
膜
厚
で
印
刷
膜
、
導
電
性
萬
分
子
な
ど
化
な
ど
が
期
待
で
き
る
~

大
面
積
の
回
路
形
成
に

「付
着
カ
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
き
る
。
刷
版
に
残
っ
た
に
適
用
で
き
る
。
こ
の
方

（図）

。

i

遮
光

膜

応

用

も

i

も
対
応
し
や
す
く
、
太
陽
印
刷
法
」
を
開
発
し
た
。

イ
ン
ク
は
粘
着
フ
ィ
ル
ム
法
で
触
媒
を
印
刷
し
た

電
池
の
電
極
や
積
層
セ
ラ
紫
外
線
を
照
射
す
る
こ
と
で
簡
単
に
除
去
で
き
、
数
後
、
無

電

解

銅

メ

ッ

キ

を

＂

ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
ー
で
部
分
的
に
イ
ン
ク
の
付
百
回
も
繰
り
返
し
使
え
る
施
す
と
、
高
品
質
な
微
細
こ
の
ほ
か
、
二
酸
化
ケ
i

(M
L
C
C
)
な
ど
の
製
着
力
を
高
め
た
刷
版
を
、
こ
と
を
確
認
し
た
。

銅
配
線
の
形
成
も
可
能
で
イ
素

（S
i
0
2
)

ド
ラ
一

造
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。

イ
ン
ク
が
塗
布
さ
れ
た
ブ
イ
エ
ッ
チ
ン
グ
レ
ジ
ス
ト
~

し
か
し、

描
く
線
の幅
や
ラ
ン
ケ
ッ
ト
に
押
し
当
解
線
ゃ
遮
光
膜
へ
の
応
用
も
検
~

厚
み
が不
均
＿
に
な
る
問
て

、

付
誓
力
の
差
を
利
用
電
配
討
し
た

。

積
層
デ
バ
イ
ス
~
…
…
…
…
…
•
•
;

無
銅

題
が
あ
り
、
光
食
刻

（フ
し
て
電
子
回
路
の
パ
タ
ー

と
細
の
よ
う
に
高
い
精
度
が
必
の
新
し
い
ル
ー
ル
が
整
備
イ
ス
は
複
雑
化
と
小
型
化

刷
微

霞
子
デ
バ
イ
ス
の
製
造
ォ
ト
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
ン
を
形
成
し
、
基

板

に

転

印

た

要

な

用

途

に

も

対

応

す

る

さ

れ

つ

つ

あ

る

。
こ
れ
に
が
進
み
、
我
々
の
生
活
に

プ
ロ
セ
ス
で
は
、
真
空
成
と
比
べ
て
n
卿
只
が
劣
っ
て
写
す
る
。

卜
せ
た
め
、
印
刷
位
置
誤
差
が

伴
い
、
製
品
の
性
能
だ
け
浸
透
し
て
い
く
。
産
総
研

ス
わ

膜
や
エ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
で
い
る
。

ラ
合

10
ppm
(
ppmは
1
0
0万
分
で
な
く
、
製
造
プ
ロ
セ
ス
は
こ
れ
ら
の
流
れ
を
踏
ま

回
路
パ
タ
ー
ン
が
描
か
れ
産
業
技
術
総
合
研
究
所
卜

~
、

の
1
)
以
下
の
印
刷
機
を
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
の
え

、

印
刷
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ン
組

て
い
る
。
現
在
の
方
法
は

（産
総
研
）
は
、
1
邸
認

コ
を

装
置
メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
低
減
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
ク
ス
技
術
を
通
じ
、
次
世

カ
キ

有

害

性

の

高

い

各

種

の

化

着

ツ

発

し

た

。

重

視

さ

れ

る

よ

う

に

な

代

の

製

造

プ

ロ

セ

ス

の

実

学

薬

品

の

消

費

や

廃

棄

、

付

メ

欧
州
を
中
心
に
デ
ジ
タ
る
。

現
に
向
け
て
、
挑
戦
を
続

湿
室
効
果
ガ
ス

(G
H

ル
製
造
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
デ
バ
け
る
。
（木
曜
日
に
掲
載
）
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東京都生まれ。地球環境閥題
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究に従事。産総研入所後は、主
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